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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　既設鋼橋の拡幅工事に用いる鋼橋拡幅架設装置であって、

　前記既設鋼橋の拡幅に用いる拡幅部材の吊り上げおよび吊り下げを行って所定の位置に

配置する吊りフレームと、

　前記既設鋼橋から前記拡幅工事を行う側に突出するように前記既設鋼橋の既設桁に取り

付けられた受け横梁と、

を備え、

　前記吊りフレームは、その骨格を形作るフレーム部と、前記拡幅部材の吊り上げおよび

吊り下げを行うとともに前記既設鋼橋の橋軸直角方向に移動可能な吊り昇降手段と、を有

し、

　前記フレーム部は略鉛直方向に延びる脚部と略橋軸直角方向に延びる梁部を有してなり

、前記梁部は前記フレーム部の天井部となっており、

　前記脚部のうち前記既設鋼橋から遠い側の脚部である第１の脚部は、前記受け横梁に支

持されており、前記既設鋼橋に近い側の脚部である第２の脚部は、前記既設鋼橋の車道よ

りも前記既設鋼橋の橋軸直角方向に外側で前記拡幅工事を行う側の前記既設鋼橋の部位に

支持されており、

　前記吊りフレームは、前記既設鋼橋の橋軸方向に移動するための移動手段を前記第１の

脚部および前記第２の脚部にさらに有していることを特徴とする鋼橋拡幅架設装置。

【請求項２】
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　 前 記 受 け 横 梁 に 設 け ら れ た 第 １ の 軌 条 と 、 前 記 既 設 鋼 橋 の 車 道 よ り も 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋

軸 直 角 方 向 に 外 側 で 前 記 拡 幅 工 事 を 行 う 側 の 前 記 既 設 鋼 橋 の 部 位 に 設 け ら れ た 第 ２ の 軌 条

と を さ ら に 備 え 、

　 前 記 第 １ の 軌 条 お よ び 前 記 第 ２ の 軌 条 は 、 ど ち ら も 既 設 鋼 橋 の 略 橋 軸 方 向 に 延 び て お り

、

　 前 記 第 １ の 脚 部 は 、 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 方 向 に 移 動 可 能 な よ う に 前 記 第 １ の 軌 条 に 支 持

さ れ て お り 、 前 記 第 ２ の 脚 部 は 、 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 方 向 に 移 動 可 能 な よ う に 前 記 第 ２ の

軌 条 に 支 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 第 １ の 軌 条 に 取 り 付 け ら れ た 第 １ の 牽 引 装 置 と 、 前 記 第 ２ の 軌 条 に 取 り 付 け ら れ た

第 ２ の 牽 引 装 置 と を さ ら に 備 え 、

　 前 記 吊 り フ レ ー ム は 、 前 記 第 １ の 牽 引 装 置 お よ び 前 記 第 ２ の 牽 引 装 置 に よ っ て 牽 引 さ れ

る こ と に よ り 、 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 方 向 に 移 動 で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の

鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 吊 り 昇 降 手 段 は 、 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 直 角 方 向 に 移 動 可 能 な よ う に 前 記 フ レ ー ム 部

に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 鋼 橋 拡 幅 架 設 装

置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 フ レ ー ム 部 は 、 前 記 既 設 鋼 橋 の 車 線 側 へ の 突 き 出 し お よ び そ の 引 き 戻 し が 可 能 な 可

動 梁 を 備 え て お り 、

　 前 記 吊 り 昇 降 手 段 は 、 前 記 可 動 梁 に 、 前 記 可 動 梁 の 長 手 方 向 に 移 動 可 能 な よ う に 取 り 付

け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 を 用 い て 行 う 鋼 橋 拡 幅 架 設 工 法 で あ

っ て 、

　 前 記 吊 り 昇 降 手 段 に よ っ て 前 記 既 設 鋼 橋 の 拡 幅 に 用 い る 拡 幅 部 材 を 所 定 の 位 置 に 配 置 す

る 配 置 工 程 と 、

　 前 記 配 置 工 程 で 前 記 所 定 の 位 置 に 配 置 し た 前 記 拡 幅 部 材 を 前 記 既 設 鋼 橋 に 連 結 す る 連 結

工 程 と 、

を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 鋼 橋 拡 幅 架 設 工 法 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 を 用 い て 行 う 鋼 橋 拡 幅 架 設 工 法 で あ

っ て 、

　 前 記 移 動 手 段 お よ び 前 記 吊 り 昇 降 手 段 に よ っ て 前 記 既 設 鋼 橋 の 拡 幅 に 用 い る 拡 幅 部 材 を

所 定 の 位 置 に 配 置 す る 配 置 工 程 と 、

　 前 記 配 置 工 程 で 前 記 所 定 の 位 置 に 配 置 し た 前 記 拡 幅 部 材 を 前 記 既 設 鋼 橋 に 連 結 す る 連 結

工 程 と 、

を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 鋼 橋 拡 幅 架 設 工 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 お よ び 鋼 橋 拡 幅 架 設 工 法 に 関 し 、 詳 細 に は 、 ベ ン ト を 用 い

ず に 、 か つ 、 １ 車 線 規 制 で 、 既 設 鋼 橋 の 拡 幅 工 事 を 可 能 と す る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 お よ び 鋼

橋 拡 幅 架 設 工 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 既 設 鋼 橋 の 拡 幅 工 事 を 行 う 場 合 、 現 状 で は 、 拡 幅 す る 空 間 の 下 方 に ベ ン ト を 構 築 し 、 構

築 し た ベ ン ト に よ っ て 、 拡 幅 に 用 い る 部 材 （ 以 下 、 拡 幅 部 材 と 記 す こ と が あ る 。 ） を 支 持

し て 工 事 を 行 っ て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 ） 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】

　 そ の 工 事 に お い て 拡 幅 部 材 を 所 定 の 位 置 に 配 置 す る 際 に は 、 工 事 対 象 の 既 設 鋼 橋 の 側 方

に ク レ ー ン を 配 置 し て 、 該 ク レ ー ン に よ っ て 拡 幅 部 材 を 吊 り 上 げ て 所 定 の 位 置 に 配 置 す る

こ と が 多 く 行 わ れ て お り （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 ） 、 ま た 、 工 事 対 象 の 既 設 鋼 橋

の 道 路 面 に ク レ ー ン を 配 置 し て 、 該 ク レ ー ン に よ っ て 拡 幅 部 材 を 吊 り 上 げ て 所 定 の 位 置 に

配 置 す る こ と も 多 く 行 わ れ て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 工 事 対 象 の 既 設 鋼 橋 の 周 辺 環 境 に よ っ て は 、 ベ ン ト を 構 築 す る こ と が 困

難 と な る 場 合 や ベ ン ト を 設 置 で き る 時 期 に 制 約 が 生 じ る こ と が あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ま た 、 工 事 対 象 の 既 設 鋼 橋 の 道 路 面 に 配 置 し た ク レ ー ン で 拡 幅 部 材 を 吊 り 上 げ て 工 事 を

行 う 場 合 、 ５ ０ ｔ ク ラ ス の ク レ ー ン が 必 要 と な る た め 、 ２ 車 線 の 規 制 が 必 要 と な り 、 交 通

へ の 影 響 が 大 き く な る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 新 小 田 拓 也 、 有 村 英 樹 、 「 一 般 国 道 １ 号 藤 枝 Ｂ Ｐ 拡 幅 鋼 桁 架 設 と 既 設 鋼

桁 補 強 」 、 駒 井 ハ ル テ ッ ク 技 報 、 株 式 会 社 駒 井 ハ ル テ ッ ク 、 2012年 10月 、 Vol.2、 p.76-79

【 非 特 許 文 献 ２ 】 梅 本 喜 久 、 佐 々 木 隆 太 、 小 原 洋 介 、 「 ト ラ ス 橋 の ３ 車 線 化 拡 幅 工 事 の 設

計 　 ̶ 中 央 自 動 車 道 小 原 第 二 橋 ̶ 」 、 宮 地 技 報 、 宮 地 エ ン ジ ニ ア リ ン グ 株 式 会 社 、 200

4年 3月 、 No.19、 p.52-58

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は か か る 状 況 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ベ ン ト を 用 い ず に 、 か つ 、 １ 車 線 規

制 で 、 既 設 鋼 橋 の 拡 幅 工 事 を 可 能 と す る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 お よ び 鋼 橋 拡 幅 架 設 工 法 を 提 供

す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 は 、 以 下 の 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 お よ び 鋼 橋 拡 幅 架 設 工 法 に よ り 、 前 記 課 題 を 解 決 し

た も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 即 ち 、 本 発 明 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 は 、 既 設 鋼 橋 の 拡 幅 工 事 に 用 い る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装

置 で あ っ て 、 前 記 既 設 鋼 橋 の 拡 幅 に 用 い る 拡 幅 部 材 の 吊 り 上 げ お よ び 吊 り 下 げ を 行 っ て 所

定 の 位 置 に 配 置 す る 吊 り フ レ ー ム と 、 前 記 既 設 鋼 橋 か ら 前 記 拡 幅 工 事 を 行 う 側 に 突 出 す る

よ う に 前 記 既 設 鋼 橋 の 既 設 桁 に 取 り 付 け ら れ た 受 け 横 梁 と 、 を 備 え 、 前 記 吊 り フ レ ー ム は

、 そ の 骨 格 を 形 作 る フ レ ー ム 部 と 、 前 記 拡 幅 部 材 の 吊 り 上 げ お よ び 吊 り 下 げ を 行 う と と も

に 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 直 角 方 向 に 移 動 可 能 な 吊 り 昇 降 手 段 と 、 を 有 し 、 前 記 フ レ ー ム 部 は

略 鉛 直 方 向 に 延 び る 脚 部 と 略 橋 軸 直 角 方 向 に 延 び る 梁 部 を 有 し て な り 、 前 記 梁 部 は 前 記 フ

レ ー ム 部 の 天 井 部 と な っ て お り 、 前 記 脚 部 の う ち 前 記 既 設 鋼 橋 か ら 遠 い 側 の 脚 部 で あ る 第

１ の 脚 部 は 、 前 記 受 け 横 梁 に 支 持 さ れ て お り 、 前 記 既 設 鋼 橋 に 近 い 側 の 脚 部 で あ る 第 ２ の

脚 部 は 、 前 記 既 設 鋼 橋 の 車 道 よ り も 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 直 角 方 向 に 外 側 で 前 記 拡 幅 工 事 を

行 う 側 の 前 記 既 設 鋼 橋 の 部 位 に 支 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 で あ る

。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 こ こ で 、 「 前 記 受 け 横 梁 に 支 持 さ れ て お り 」 と は 、 前 記 受 け 横 梁 に 直 接 支 持 さ れ て い る

場 合 だ け で な く 、 他 の 部 材 を 介 し て 前 記 受 け 横 梁 に 支 持 さ れ て い る 場 合 も 含 む 概 念 で あ り

、 「 前 記 既 設 鋼 橋 の 車 道 よ り も 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 直 角 方 向 に 外 側 で 前 記 拡 幅 工 事 を 行 う

側 の 前 記 既 設 鋼 橋 の 部 位 に 支 持 さ れ て い る 」 と は 、 前 記 既 設 鋼 橋 の 車 道 よ り も 前 記 既 設 鋼

橋 の 橋 軸 直 角 方 向 に 外 側 で 前 記 拡 幅 工 事 を 行 う 側 の 前 記 既 設 鋼 橋 の 部 位 に 直 接 支 持 さ れ て
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い る 場 合 だ け で な く 、 前 記 既 設 鋼 橋 の 車 道 よ り も 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 直 角 方 向 に 外 側 で 前

記 拡 幅 工 事 を 行 う 側 の 前 記 既 設 鋼 橋 の 部 位 に 他 の 部 材 を 介 し て 支 持 さ れ て い る 場 合 も 含 む

概 念 で あ る 。 以 下 、 本 願 に お い て 、 同 様 の 記 載 は 前 記 記 載 と 同 様 に 解 釈 す る も の と す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま た 、 本 願 に お い て 、 「 車 道 」 と は 、 車 線 に よ り 構 成 さ れ 、 専 ら 車 両 の 通 行 の 用 に 供 す

る こ と を 目 的 と し た 道 路 の 部 分 の こ と で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 前 記 既 設 鋼 橋 の 車 道 よ り も 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 直 角 方 向 に 外 側 で 前 記 拡 幅 工 事 を 行 う 側

の 前 記 既 設 鋼 橋 の 部 位 と し て は 、 具 体 的 に は 例 え ば 、 前 記 既 設 鋼 橋 の 前 記 拡 幅 工 事 を 行 う

側 の 路 肩 を 挙 げ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 前 記 吊 り フ レ ー ム は 、 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 方 向 に 移 動 す る た め の 移 動 手 段 を 前 記 第 １ の

脚 部 お よ び 前 記 第 ２ の 脚 部 に さ ら に 有 し て お り 、 前 記 第 １ の 脚 部 は 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 方

向 に 移 動 可 能 な よ う に 前 記 受 け 横 梁 に 支 持 さ れ て お り 、 前 記 第 ２ の 脚 部 は 前 記 既 設 鋼 橋 の

橋 軸 方 向 に 移 動 可 能 な よ う に 前 記 既 設 鋼 橋 の 車 道 よ り も 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 直 角 方 向 に 外

側 で 前 記 拡 幅 工 事 を 行 う 側 の 前 記 既 設 鋼 橋 の 部 位 に 支 持 さ れ て い る よ う に 構 成 し て も よ い

。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 こ こ で 、 「 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 方 向 に 移 動 可 能 な よ う に 前 記 受 け 横 梁 に 支 持 さ れ て お り

」 と は 、 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 方 向 に 移 動 可 能 な よ う に 前 記 受 け 横 梁 に 直 接 支 持 さ れ て い る

場 合 だ け で な く 、 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 方 向 に 移 動 可 能 な よ う に 前 記 受 け 横 梁 に 他 の 部 材 を

介 し て 支 持 さ れ て い る 場 合 も 含 む 概 念 で あ り 、 「 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 方 向 に 移 動 可 能 な よ

う に 前 記 既 設 鋼 橋 の 車 道 よ り も 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 直 角 方 向 に 外 側 で 前 記 拡 幅 工 事 を 行 う

側 の 前 記 既 設 鋼 橋 の 部 位 に 支 持 さ れ て い る 」 と は 、 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 方 向 に 移 動 可 能 な

よ う に 前 記 既 設 鋼 橋 の 車 道 よ り も 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 直 角 方 向 に 外 側 で 前 記 拡 幅 工 事 を 行

う 側 の 前 記 既 設 鋼 橋 の 部 位 に 直 接 支 持 さ れ て い る 場 合 だ け で な く 、 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 方

向 に 移 動 可 能 な よ う に 前 記 既 設 鋼 橋 の 車 道 よ り も 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 直 角 方 向 に 外 側 で 前

記 拡 幅 工 事 を 行 う 側 の 前 記 既 設 鋼 橋 の 部 位 に 他 の 部 材 を 介 し て 支 持 さ れ て い る 場 合 も 含 む

概 念 で あ る 。 以 下 、 本 願 に お い て 、 同 様 の 記 載 は 前 記 記 載 と 同 様 に 解 釈 す る も の と す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 前 記 受 け 横 梁 に 設 け ら れ た 第 １ の 軌 条 と 、 前 記 既 設 鋼 橋 の 車 道 よ り も 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋

軸 直 角 方 向 に 外 側 で 前 記 拡 幅 工 事 を 行 う 側 の 前 記 既 設 鋼 橋 の 部 位 に 設 け ら れ た 第 ２ の 軌 条

と を さ ら に 備 え 、 前 記 第 １ の 軌 条 お よ び 前 記 第 ２ の 軌 条 は 、 ど ち ら も 既 設 鋼 橋 の 略 橋 軸 方

向 に 延 び て お り 、 前 記 第 １ の 脚 部 は 、 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 方 向 に 移 動 可 能 な よ う に 前 記 第

１ の 軌 条 に 支 持 さ れ て お り 、 前 記 第 ２ の 脚 部 は 、 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 方 向 に 移 動 可 能 な よ

う に 前 記 第 ２ の 軌 条 に 支 持 さ れ て い る よ う に 構 成 し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 前 記 第 １ の 軌 条 に 取 り 付 け ら れ た 第 １ の 牽 引 装 置 と 、 前 記 第 ２ の 軌 条 に 取 り 付 け ら れ た

第 ２ の 牽 引 装 置 と を さ ら に 備 え 、 前 記 吊 り フ レ ー ム は 、 前 記 第 １ の 牽 引 装 置 お よ び 前 記 第

２ の 牽 引 装 置 に よ っ て 牽 引 さ れ る こ と に よ り 、 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 方 向 に 移 動 で き る よ う

に 構 成 し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 前 記 吊 り 昇 降 手 段 は 、 前 記 既 設 鋼 橋 の 橋 軸 直 角 方 向 に 移 動 可 能 な よ う に 前 記 フ レ ー ム 部

に 取 り 付 け ら れ て い る よ う に 構 成 し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 こ こ で 、 「 前 記 フ レ ー ム 部 に 取 り 付 け ら れ て い る 」 と は 、 前 記 フ レ ー ム 部 に 直 接 取 り 付

け ら れ て い る 場 合 だ け で な く 、 他 の 部 材 を 介 し て 前 記 フ レ ー ム 部 に 取 り 付 け ら れ て い る 場

合 も 含 む 概 念 で あ る 。 以 下 、 本 願 に お い て 、 同 様 の 記 載 は 前 記 記 載 と 同 様 に 解 釈 す る も の

と す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】
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　 前 記 フ レ ー ム 部 は 、 前 記 既 設 鋼 橋 の 車 線 側 へ の 突 き 出 し お よ び そ の 引 き 戻 し が 可 能 な 可

動 梁 を 備 え て お り 、 前 記 吊 り 昇 降 手 段 は 、 前 記 可 動 梁 に 、 前 記 可 動 梁 の 長 手 方 向 に 移 動 可

能 な よ う に 取 り 付 け ら れ て い る よ う に 構 成 し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 こ こ で 、 「 前 記 可 動 梁 の 長 手 方 向 に 移 動 可 能 な よ う に 取 り 付 け ら れ て い る 」 と は 、 前 記

可 動 梁 の 長 手 方 向 に 移 動 可 能 な よ う に 直 接 取 り 付 け ら れ て い る 場 合 だ け で な く 、 他 の 部 材

を 介 し て 前 記 可 動 梁 の 長 手 方 向 に 移 動 可 能 な よ う に 取 り 付 け ら れ て い る 場 合 も 含 む 概 念 で

あ る 。 以 下 、 本 願 に お い て 、 同 様 の 記 載 は 前 記 記 載 と 同 様 に 解 釈 す る も の と す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 発 明 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 工 法 の 第 １ の 態 様 は 、 前 記 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 を 用 い て 行 う 鋼

橋 拡 幅 架 設 工 法 で あ っ て 、 前 記 吊 り 昇 降 手 段 に よ っ て 前 記 既 設 鋼 橋 の 拡 幅 に 用 い る 拡 幅 部

材 を 所 定 の 位 置 に 配 置 す る 配 置 工 程 と 、 前 記 配 置 工 程 で 前 記 所 定 の 位 置 に 配 置 し た 前 記 拡

幅 部 材 を 前 記 既 設 鋼 橋 に 連 結 す る 連 結 工 程 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 鋼 橋 拡 幅 架 設 工

法 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 こ こ で 、 「 前 記 既 設 鋼 橋 に 連 結 す る 」 と は 、 前 記 既 設 鋼 橋 に 直 接 連 結 す る 場 合 だ け で な

く 、 他 の 部 材 を 介 し て 前 記 既 設 鋼 橋 に 連 結 す る 場 合 も 含 む 概 念 で あ る 。 以 下 、 本 願 に お い

て 、 同 様 の 記 載 は 前 記 記 載 と 同 様 に 解 釈 す る も の と す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 発 明 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 工 法 の 第 ２ の 態 様 は 、 前 記 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 を 用 い て 行 う 鋼

橋 拡 幅 架 設 工 法 で あ っ て 、 前 記 移 動 手 段 お よ び 前 記 吊 り 昇 降 手 段 に よ っ て 前 記 既 設 鋼 橋 の

拡 幅 に 用 い る 拡 幅 部 材 を 所 定 の 位 置 に 配 置 す る 配 置 工 程 と 、 前 記 配 置 工 程 で 前 記 所 定 の 位

置 に 配 置 し た 前 記 拡 幅 部 材 を 前 記 既 設 鋼 橋 に 連 結 す る 連 結 工 程 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と

す る 鋼 橋 拡 幅 架 設 工 法 で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 本 発 明 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 お よ び 鋼 橋 拡 幅 架 設 工 法 に よ れ ば 、 ベ ン ト を 用 い ず に 、

か つ 、 １ 車 線 規 制 で 、 既 設 鋼 橋 の 拡 幅 工 事 を 可 能 と す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 お よ び 鋼 橋 拡 幅 架 設 工 法 を 適 用 す る 既

設 鋼 橋 １ ０ ０ の 拡 幅 工 事 前 後 の 状 態 を 示 す 横 断 面 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ の 拡

幅 工 事 前 の 状 態 を 示 す 横 断 面 図 、 （ Ｂ ） は 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ に 拡 幅 工 事 を 施 し た 後 の 状 態 （

拡 幅 鋼 橋 ２ ０ ０ ） を 示 す 横 断 面 図

【 図 ２ 】 本 拡 幅 工 事 に 用 い る 主 た る 拡 幅 部 材 ８ ２ を 拡 大 し て 示 す 正 面 図 で あ り 、 （ Ａ ） は

、 主 た る 拡 幅 部 材 ８ ２ が 連 結 さ れ て 組 み 立 て ら れ た 状 態 を 橋 軸 方 向 か ら 見 た 正 面 図 、 （ Ｂ

） は 、 主 た る 拡 幅 部 材 ８ ２ の 組 み 立 て 前 の 状 態 を 橋 軸 方 向 か ら 見 た 分 解 正 面 図

【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ を 用 い て 拡 幅 工 事 を 行 っ て い る 状

況 を 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ の 本 線 側 か ら 見 た 斜 視 図

【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ を 用 い て 拡 幅 工 事 を 行 っ て い る 状

況 を 拡 幅 工 事 を 行 っ て い る 側 か ら 見 た 斜 視 図

【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ を 橋 軸 方 向 か ら 見 た 正 面 図

【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ を 拡 幅 工 事 側 （ 本 線 と は 反 対 側 ）

の 橋 軸 直 角 方 向 か ら 見 た 側 面 図

【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ を 用 い て 増 設 主 桁 ８ ６ の 配 置 作 業

を 行 っ て い る 状 況 を 模 式 的 に 示 す 正 面 図

【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ お よ び 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ を 橋 軸 方 向

か ら 見 た 正 面 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 、 １ 車 線 規 制 を 行 っ て 、 拡 幅 工 事 を 行 っ て い る と き の 可

動 横 梁 ５ ０ の 配 置 状 態 を 模 式 的 に 示 す 正 面 図 、 （ Ｂ ） は 、 車 線 規 制 を 解 除 し て 全 面 交 通 開

放 を し た と き の 可 動 横 梁 ５ ０ の 配 置 状 態 を 模 式 的 に 示 す 正 面 図
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【 図 ９ 】 直 交 す る 平 面 で 可 動 横 梁 ５ ０ を 切 断 し た 断 面 の 断 面 図

【 図 １ ０ 】 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ を 用 い て 、 増 設 主 桁 ８ ６ の 設 置 を 行 っ て い る 状 況 を 示 す

正 面 図 （ ト ラ ッ ク ３ ０ ０ か ら 増 設 主 桁 ８ ６ を 吊 り 上 げ た 段 階 の 正 面 図 ）

【 図 １ １ 】 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ を 用 い て 、 増 設 主 桁 ８ ６ の 設 置 を 行 っ て い る 状 況 を 示 す

正 面 図 （ 所 定 の 位 置 で 増 設 主 桁 ８ ６ を や や 下 方 に 吊 り 下 げ た 段 階 の 正 面 図 ）

【 図 １ ２ 】 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ を 用 い て 、 増 設 主 桁 ８ ６ の 設 置 を 行 っ て い る 状 況 を 示 す

正 面 図 （ 増 設 主 桁 ８ ６ を 増 設 横 桁 ８ ４ の 側 方 の 所 定 の 位 置 に 配 置 し た 段 階 の 正 面 図 ）

【 図 １ ３ 】 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ を 用 い て 、 増 設 主 桁 ８ ６ の 設 置 を 行 っ て い る 状 況 を 示 す

正 面 図 （ 増 設 主 桁 ８ ６ の 増 設 横 桁 ８ ４ へ の 連 結 が 完 了 し た 段 階 の 正 面 図 ）

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 お よ び 鋼 橋 拡 幅 架 設

工 法 を 詳 細 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

（ １ ） 本 実 施 形 態 の 適 用 対 象 例

　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 お よ び 鋼 橋 拡 幅 架 設 工 法 を 適 用 す る

既 設 鋼 橋 １ ０ ０ の 拡 幅 工 事 前 後 の 状 態 を 示 す 横 断 面 図 で あ り 、 図 １ （ Ａ ） は 既 設 鋼 橋 １ ０

０ の 拡 幅 工 事 前 の 状 態 を 示 す 横 断 面 図 で あ り 、 図 １ （ Ｂ ） は 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ に 拡 幅 工 事 を

施 し た 後 の 状 態 （ 拡 幅 鋼 橋 ２ ０ ０ ） を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。 本 願 で は 、 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ に

拡 幅 工 事 を 施 し た 後 の 橋 梁 を 、 拡 幅 鋼 橋 ２ ０ ０ と 称 す る こ と と す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 本 実 施 形 態 の 適 用 対 象 例 で あ る 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ は 、 橋 軸 直 角 方 向 の 両 端 部 に 箱 桁 １ ０ ２

、 １ ０ ４ を 備 え 、 橋 軸 直 角 方 向 の 中 央 部 に は 縦 桁 １ ０ ６ を 備 え た 構 造 に な っ て い る 。 図 １

（ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に お い て 符 号 Ｇ １ 、 Ｇ ３ で 示 す 縦 線 は 、 箱 桁 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ が そ れ ぞ れ 備

え る ２ つ の ウ ェ ブ の 中 間 位 置 を 示 し て い る 。 符 号 Ｇ ２ で 示 す 縦 線 は 、 縦 桁 １ ０ ６ の ウ ェ ブ

の 位 置 を 示 し て い る 。 図 １ （ Ｂ ） に お い て 符 号 Ｇ ０ で 示 す 縦 線 は 、 増 設 主 桁 ８ ６ （ 図 ２ 参

照 ） の ウ ェ ブ の 位 置 を 示 し て い る 。 ま た 、 符 号 １ ０ ２ Ａ 、 １ ０ ４ Ａ は 、 箱 桁 １ ０ ２ 、 １ ０

４ の 外 側 面 を 形 成 す る ウ ェ ブ で あ り 、 符 号 １ ０ ２ Ｂ 、 １ ０ ４ Ｂ は 、 箱 桁 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ の

内 部 に 設 け ら れ た ダ イ ヤ フ ラ ム で あ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 図 ２ は 、 本 拡 幅 工 事 に 用 い る 主 た る 拡 幅 部 材 ８ ２ を 拡 大 し て 示 す 正 面 図 で あ り 、 図 ２ （

Ａ ） は 、 主 た る 拡 幅 部 材 ８ ２ が 連 結 さ れ て 組 み 立 て ら れ た 状 態 を 橋 軸 方 向 か ら 見 た 正 面 図

で あ り 、 図 ２ （ Ｂ ） は 、 主 た る 拡 幅 部 材 ８ ２ の 組 み 立 て 前 の 状 態 を 橋 軸 方 向 か ら 見 た 分 解

正 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 以 下 に お い て は 、 図 １ （ Ａ ） に 示 す 片 側 ３ 車 線 の 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ を 、 図 １ （ Ｂ ） に 示 す

片 側 ４ 車 線 の 拡 幅 鋼 橋 ２ ０ ０ に 拡 幅 す る 拡 幅 工 事 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架

設 装 置 お よ び 鋼 橋 拡 幅 架 設 工 法 を 適 用 す る 場 合 を 取 り 上 げ て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 本 工 事 に よ っ て 拡 幅 さ れ る 領 域 は 、 具 体 的 に は 、 図 １ （ Ｂ ） に 示 す 拡 幅 領 域 ８ ０ で あ り

、 拡 幅 領 域 ８ ０ に 配 置 さ れ る 主 た る 拡 幅 部 材 ８ ２ （ 以 下 、 単 に 拡 幅 部 材 ８ ２ と 記 す こ と が

あ る 。 ） は 、 図 ２ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 増 設 横 桁 ８ ４ と 、 増 設 主 桁 ８ ６ と 、 増 設

縦 桁 ８ ８ と 、 中 床 版 ９ ０ と か ら な り 、 こ れ ら の 部 材 は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅

架 設 装 置 お よ び 鋼 橋 拡 幅 架 設 工 法 を 用 い て 、 １ 車 線 を 規 制 す る の み で 架 設 す る こ と が で き

る 。 こ れ に 対 し て 、 道 路 面 に 配 置 し た ク レ ー ン で 増 設 主 桁 ８ ６ お よ び 中 床 版 ９ ０ の 配 置 作

業 を 行 う 場 合 に は 、 増 設 主 桁 ８ ６ お よ び 中 床 版 ９ ０ は 重 量 が 大 き い た め 、 ２ ５ ｔ ク ラ ス の

ク レ ー ン が 必 要 と な り 、 ２ 車 線 を 規 制 す る こ と が 必 要 と な る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

（ ２ ） 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 の 構 成

　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ を 用 い て 拡 幅 工 事 を 行 っ て い る
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状 況 を 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ の 本 線 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る

鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ を 用 い て 拡 幅 工 事 を 行 っ て い る 状 況 を 、 拡 幅 工 事 を 行 っ て い る 側 か

ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。 本 願 明 細 書 に お い て は 、 「 拡 幅 工 事 を 行 っ て い る 側 」 を 「 拡 幅 工 事

側 」 と 記 す こ と が あ る 。 ま た 、 本 願 明 細 書 に お い て は 、 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ の 本 線 を 単 に 「 本

線 」 と 記 す こ と が あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ を 用 い て

拡 幅 工 事 を 行 う 対 象 で あ る 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ は 、 河 川 ４ ０ ０ に 沿 っ て 設 け ら れ て い る が 、 本

発 明 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 を 適 用 可 能 な 鋼 橋 は こ れ に 限 定 さ れ ず 、 本 発 明 に 係 る 鋼 橋 拡

幅 架 設 装 置 は 、 対 象 と す る 橋 梁 が 鋼 橋 で あ れ ば 、 山 間 部 や 都 市 部 の 橋 梁 、 跨 線 橋 、 跨 道 橋

な ど も 含 め 鋼 橋 一 般 に 広 く 適 用 可 能 で あ る 。 こ こ で は 、 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ を 車 両 進 行 方 向 左

側 （ 河 川 ４ ０ ０ 側 ） に １ 車 線 分 拡 幅 す る 工 事 を 例 に 取 り 上 げ て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 図 ５ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ を 橋 軸 方 向 か ら 見 た 正 面 図 で あ

り 、 図 ６ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ を 拡 幅 工 事 側 （ 本 線 と は 反 対

側 ） の 橋 軸 直 角 方 向 か ら 見 た 側 面 図 で あ る 。 図 ５ に お い て は 、 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ が ト

ラ ッ ク ３ ０ ０ か ら 増 設 主 桁 ８ ６ を 吊 り 上 げ た 状 態 を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 図 ７ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ を 用 い て 増 設 主 桁 ８ ６ の 配 置 作

業 を 行 っ て い る 状 況 を 模 式 的 に 示 す 正 面 図 で あ る 。 図 ７ に 示 す よ う に 、 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ の

３ 車 線 の う ち 、 拡 幅 工 事 側 の １ 車 線 の み を 工 事 使 用 の た め に 規 制 す る だ け で 、 主 た る 拡 幅

部 材 ８ ２ （ 図 ７ で は 増 設 主 桁 ８ ６ ） の 配 置 作 業 を 行 う こ と が で き 、 ３ 車 線 の う ち の ２ 車 線

は 拡 幅 工 事 の 作 業 中 で あ っ て も 供 用 を 続 け る こ と が で き る 。 図 ７ で は 、 ３ 車 線 の う ち 、 工

事 使 用 の た め に 規 制 す る 拡 幅 工 事 側 の １ 車 線 を 除 く 残 り の ２ 車 線 に 、 車 両 ３ ０ ２ 、 ３ ０ ４

が 走 行 し て い る 状 況 を 模 式 的 に 示 し て い る 。 な お 、 図 ７ に お い て は 、 図 示 の 都 合 上 、 第 ２

の 脚 部 ２ ２ お よ び 補 強 横 梁 ２ ６ は 破 線 で 記 載 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 本 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ は 、 図 ５ お よ び 図 ６ に 示 す よ う に 、 吊 り フ レ ー

ム １ ２ と 、 受 け 横 梁 １ ４ と を 有 し て な る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 受 け 横 梁 １ ４ は 、 吊 り フ レ ー ム １ ２ の 第 １ の 脚 部 ２ ０ を 下 方 か ら 支 持 す る 鋼 製 の 梁 部 材

で あ り 、 長 手 方 向 が 略 橋 軸 直 角 方 向 と な る よ う に 、 か つ 、 拡 幅 工 事 側 （ 図 ３ お よ び 図 ４ に

お い て は 河 川 ４ ０ ０ 側 ） に 突 出 す る よ う に 、 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ の 箱 桁 １ ０ ２ の 下 面 に 取 り 付

け ら れ て い る 。 受 け 横 梁 １ ４ の 橋 軸 方 向 の 配 置 位 置 は 、 箱 桁 １ ０ ２ の 内 部 に 設 け ら れ た ダ

イ ヤ フ ラ ム １ ０ ２ Ｂ の 配 置 位 置 と 対 応 す る 位 置 で あ る 。 受 け 横 梁 １ ４ の 箱 桁 １ ０ ２ 下 面 へ

の 取 り 付 け は 、 ボ ル ト 等 に よ る 機 械 的 な 接 合 手 段 に よ っ て な す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 吊 り フ レ ー ム １ ２ は 、 そ の 骨 格 を 形 作 る フ レ ー ム 部 １ ６ と 、 拡 幅 部 材 ８ ２ の 吊 り 上 げ お

よ び 吊 り 下 げ を 行 う と と も に 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ の 橋 軸 直 角 方 向 に 移 動 可 能 な 吊 り 昇 降 手 段 ７

０ と 、 移 動 手 段 （ 第 １ の 移 動 手 段 ４ ０ お よ び 第 ２ の 移 動 手 段 ４ ２ ） と 、 を 有 す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 フ レ ー ム 部 １ ６ は 、 吊 り フ レ ー ム １ ２ の 全 体 の 骨 格 を 形 作 る 部 位 で あ り 、 第 １ の 脚 部 ２

０ と 、 第 ２ の 脚 部 ２ ２ と 、 天 井 横 梁 ２ ４ と 、 補 強 横 梁 ２ ６ と 、 縦 梁 ２ ８ 、 ３ ０ 、 ３ ２ 、 ３

４ と 、 ブ レ ー ス ３ ６ 、 ３ ８ と 、 可 動 横 梁 ５ ０ と 、 を 有 し て な り 、 そ れ ら の 部 材 は い ず れ も

鋼 製 で あ る 。 た だ し 、 必 要 な 性 能 を 満 た す 素 材 で あ れ ば 、 鋼 材 以 外 の 素 材 を 用 い る こ と も

可 能 で あ る 。 ま た 、 フ レ ー ム 部 １ ６ を 構 成 す る 前 記 各 部 材 は 、 単 一 の 部 材 で 構 成 さ れ て い

な く て も よ く 、 複 数 の 部 材 を 適 切 な 連 結 手 段 （ 例 え ば 添 え 板 を 介 し て ボ ル ト で 連 結 す る よ

う な 連 結 手 段 ） に よ っ て 連 結 し て 、 必 要 な 長 さ と し た 部 材 を 用 い て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 フ レ ー ム 部 １ ６ を 橋 軸 方 向 か ら 見 る と 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 １ の 脚 部 ２ ０ と 、 第 ２ の
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脚 部 ２ ２ と 、 天 井 横 梁 ２ ４ と 、 補 強 横 梁 ２ ６ と に よ っ て 長 方 形 が 形 成 さ れ て お り 、 そ の 形

成 さ れ た 長 方 形 の 下 辺 か ら 下 方 に 、 第 １ の 脚 部 ２ ０ の 下 部 お よ び 第 ２ の 脚 部 ２ ２ の 下 部 が

突 出 し た 形 状 に な っ て い る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 第 １ の 脚 部 ２ ０ は 、 拡 幅 工 事 側 （ 本 線 と は 反 対 側 ） に 位 置 す る 脚 部 で あ り 、 略 鉛 直 方 向

に 延 び て い る 。 第 １ の 脚 部 ２ ０ の 下 端 部 に は 、 第 １ の 移 動 手 段 ４ ０ が 設 け ら れ て お り 、 第

１ の 脚 部 ２ ０ は 、 受 け 横 梁 １ ４ の 拡 幅 工 事 側 （ 本 線 と は 反 対 側 ） 先 端 部 １ ４ Ａ の 上 部 に 設

け ら れ た 第 １ の 軌 条 ４ ４ の 上 に 、 第 １ の 移 動 手 段 ４ ０ を 介 し て 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 第 ２ の 脚 部 ２ ２ は 、 本 線 側 に 位 置 す る 脚 部 で あ り 、 略 鉛 直 方 向 に 延 び て い る 。 第 ２ の 脚

部 ２ ２ の 下 端 部 に は 、 第 ２ の 移 動 手 段 ４ ２ が 設 け ら れ て お り 、 第 ２ の 脚 部 ２ ２ は 、 既 設 鋼

橋 １ ０ ０ の 拡 幅 工 事 側 の 路 肩 の 上 に 設 け ら れ た 第 ２ の 軌 条 ４ ６ の 上 に 、 第 ２ の 移 動 手 段 ４

２ を 介 し て 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 第 １ の 軌 条 ４ ４ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 軌 条 ４ ６ よ り も 低 い 高 さ に 位 置 し て い る

た め 、 そ の 高 さ の 差 の 分 だ け 、 第 １ の 脚 部 ２ ０ は 、 第 ２ の 脚 部 ２ ２ よ り も 長 く な っ て お り

、 下 方 へ の 突 出 長 さ が 長 く な っ て い る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 第 ２ の 脚 部 ２ ２ お よ び 補 強 横 梁 ２ ６ は 、 図 ３ 、 図 ４ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 吊 り フ レ

ー ム １ ２ の フ レ ー ム 部 １ ６ の 橋 軸 方 向 両 端 部 に 設 け ら れ て い る の み で あ り 、 フ レ ー ム 部 １

６ の 橋 軸 方 向 中 間 部 （ 橋 軸 方 向 両 端 部 以 外 の 部 位 ） に は 設 け ら れ て い な い 。 こ れ は 、 拡 幅

部 材 ８ ２ を 、 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ の 道 路 上 か ら フ レ ー ム 部 １ ６ の 本 線 側 の 側 部 を 通 過 さ せ て 、

フ レ ー ム 部 １ ６ の 内 部 に 送 り 込 み 、 所 定 の 位 置 に 配 置 す る 際 に 干 渉 し な い よ う に す る た め

で あ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 天 井 横 梁 ２ ４ は 、 長 手 方 向 が 略 橋 軸 直 角 方 向 と な る よ う に 橋 軸 方 向 に 所 定 の 間 隔 を 開 け

て 複 数 配 置 さ れ て お り 、 フ レ ー ム 部 １ ６ の 橋 軸 方 向 両 端 部 に 配 置 さ れ た 天 井 横 梁 ２ ４ は 、

そ の 両 端 部 が 、 略 橋 軸 直 角 方 向 に 隣 り 合 う 第 １ の 脚 部 ２ ０ お よ び 第 ２ の 脚 部 ２ ２ の 上 端 部

に そ れ ぞ れ 連 結 さ れ て い る 。 フ レ ー ム 部 １ ６ の 橋 軸 方 向 中 間 部 （ 橋 軸 方 向 両 端 部 以 外 の 部

位 ） に 配 置 さ れ た 天 井 横 梁 ２ ４ は 、 そ の 両 端 部 が 、 略 橋 軸 直 角 方 向 に 隣 り 合 う 最 上 部 の 縦

梁 ２ ８ （ 図 ６ 参 照 ） に そ れ ぞ れ 連 結 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 補 強 横 梁 ２ ６ は 、 長 手 方 向 が 略 橋 軸 直 角 方 向 と な る よ う に 、 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ の 道 路 面 か

ら の 高 さ が １ ｍ 程 度 の 位 置 に 、 吊 り フ レ ー ム １ ２ の フ レ ー ム 部 １ ６ の 橋 軸 方 向 両 端 部 に 、

設 け ら れ て い る 。 補 強 横 梁 ２ ６ は 、 フ レ ー ム 部 １ ６ の 橋 軸 方 向 中 間 部 （ 橋 軸 方 向 両 端 部 以

外 の 部 位 ） に は 設 け て い な い 。 こ れ は 、 フ レ ー ム 部 １ ６ の 内 部 に 送 り 込 ん だ 拡 幅 部 材 ８ ２

を 、 所 定 の 位 置 に 配 置 す る 際 に 干 渉 し な い よ う に す る た め で あ る 。 補 強 横 梁 ２ ６ は 、 フ レ

ー ム 部 １ ６ の 強 度 お よ び 剛 性 を 補 う た め の 補 強 部 材 で あ り 、 補 強 横 梁 ２ ６ を 設 け な く て も

フ レ ー ム 部 １ ６ の 強 度 お よ び 剛 性 が 十 分 な 場 合 は 、 省 略 し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 縦 梁 ２ ８ 、 ３ ０ 、 ３ ２ 、 ３ ４ は 、 長 手 方 向 が 略 橋 軸 方 向 に な る よ う に 配 置 さ れ た 梁 部 材

で あ る 。 縦 梁 ２ ８ は 第 １ の 脚 部 ２ ０ お よ び 第 ２ の 脚 部 ２ ２ の 上 端 部 と 連 結 さ れ て お り 、 縦

梁 ２ ８ 、 ３ ０ 、 ３ ２ 、 ３ ４ の う ち 、 最 も 高 い 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 縦 梁 ２ ８ は 、

拡 幅 工 事 側 （ 本 線 と は 反 対 側 ） お よ び 本 線 側 の 両 方 に 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 縦 梁 ３ ０ は 、 補 強 横 梁 ２ ６ に 対 応 す る 高 さ 位 置 に 配 置 さ れ て お り 、 縦 梁 ２ ８ 、 ３ ０ 、 ３

２ 、 ３ ４ の う ち 、 ２ 番 目 に 高 い 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 縦 梁 ３ ０ は 、 拡 幅 工 事 側 （ 本 線 と

は 反 対 側 ） お よ び 本 線 側 の 両 方 に 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 縦 梁 ３ ２ 、 ３ ４ は 、 長 手 方 向 が 略 橋 軸 方 向 に な る よ う に 配 置 さ れ た 梁 部 材 で あ り 、 拡 幅
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工 事 側 （ 本 線 と は 反 対 側 ） の み に 設 け ら れ て お り 、 本 線 側 に は 設 け ら れ て い な い 。 縦 梁 ３

４ は 、 拡 幅 工 事 側 （ 本 線 と は 反 対 側 ） の 第 １ の 脚 部 ２ ０ の 下 端 部 と 連 結 し て お り 、 縦 梁 ２

８ 、 ３ ０ 、 ３ ２ 、 ３ ４ の う ち 、 最 も 低 い 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 縦 梁 ３ ２ は 、 縦 梁 ３ ０ と

縦 梁 ３ ４ と の 間 の 中 間 位 置 よ り も や や 下 方 の 位 置 に 配 置 さ れ て い て 、 拡 幅 工 事 側 （ 本 線 と

は 反 対 側 ） の 第 １ の 脚 部 ２ ０ の 下 部 と 連 結 し て い る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 縦 梁 ２ ８ 、 ３ ０ 、 ３ ２ 、 ３ ４ の う ち 、 縦 梁 ３ ０ 、 ３ ２ 、 ３ ４ に つ い て は 、 そ れ ら を 設 け

な く て も フ レ ー ム 部 １ ６ の 強 度 お よ び 剛 性 が 十 分 な 場 合 は 、 適 宜 に 省 略 し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 ブ レ ー ス ３ ６ 、 ３ ８ は 、 フ レ ー ム 部 １ ６ の 拡 幅 工 事 側 （ 本 線 と は 反 対 側 ） の み に 配 置 さ

れ て お り 、 橋 軸 方 向 と 略 平 行 な フ レ ー ム 部 １ ６ の 拡 幅 工 事 側 （ 本 線 と は 反 対 側 ） の 面 内 を

補 強 お よ び 補 剛 す る た め の 部 材 で あ る 。 ブ レ ー ス ３ ６ 、 ３ ８ を 設 け な く て も 、 橋 軸 方 向 と

略 平 行 な フ レ ー ム 部 １ ６ の 拡 幅 工 事 側 （ 本 線 と は 反 対 側 ） の 面 内 の 強 度 お よ び 剛 性 が 十 分

な 場 合 は 、 ブ レ ー ス ３ ６ 、 ３ ８ を 適 宜 に 省 略 し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 前 述 し た よ う に 、 第 １ の 脚 部 ２ ０ の 下 端 部 に は 、 第 １ の 移 動 手 段 ４ ０ が 設 け ら れ て お り

、 第 １ の 脚 部 ２ ０ は 、 受 け 横 梁 １ ４ の 拡 幅 工 事 側 （ 本 線 と は 反 対 側 ） 先 端 部 １ ４ Ａ の 上 部

に 設 け ら れ た 第 １ の 軌 条 ４ ４ の 上 に 、 第 １ の 移 動 手 段 ４ ０ を 介 し て 配 置 さ れ て い る 。 ま た

、 第 ２ の 脚 部 ２ ２ の 下 端 部 に は 、 第 ２ の 移 動 手 段 ４ ２ が 設 け ら れ て お り 、 第 ２ の 脚 部 ２ ２

は 、 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ の 拡 幅 工 事 側 の 路 肩 の 上 に 設 け ら れ た 第 ２ の 軌 条 ４ ６ の 上 に 、 第 ２ の

移 動 手 段 ４ ２ を 介 し て 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 こ の た め 、 吊 り フ レ ー ム １ ２ は 、 第 １ の 移 動 手 段 ４ ０ お よ び 第 ２ の 移 動 手 段 ４ ２ に よ っ

て 、 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ の 橋 軸 方 向 に 移 動 で き る よ う に な っ て い る 。 吊 り フ レ ー ム １ ２ は 、 第

１ の 移 動 手 段 ４ ０ お よ び 第 ２ の 移 動 手 段 ４ ２ を 備 え て い る の で 、 吊 り フ レ ー ム １ ２ を 既 設

鋼 橋 １ ０ ０ の 橋 軸 方 向 に 移 動 さ せ る 際 に は 大 き な 力 を 加 え る こ と は 不 要 で あ り 、 例 え ば 、

図 ６ に 示 す よ う に 、 吊 り フ レ ー ム １ ２ の 第 １ の 脚 部 ２ ０ の 下 端 部 に 連 結 さ れ た ワ イ ヤ ６ ８

を 、 第 １ の 軌 条 ４ ４ の 上 に 設 置 さ れ た 牽 引 装 置 ６ ６ に よ っ て 牽 引 す る こ と に よ り 、 吊 り フ

レ ー ム １ ２ を 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ の 橋 軸 方 向 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 図 示 は 省 略 し

て い る が 、 吊 り フ レ ー ム １ ２ の 第 ２ の 脚 部 ２ ２ の 下 端 部 に も ワ イ ヤ が 連 結 さ れ て い る と と

も に 、 第 ２ の 軌 条 ４ ６ の 上 に も 牽 引 装 置 が 設 置 さ れ て お り 、 吊 り フ レ ー ム １ ２ を 既 設 鋼 橋

１ ０ ０ の 橋 軸 方 向 に 移 動 さ せ る 際 に は 、 こ の 牽 引 装 置 も 同 時 に 用 い て 牽 引 を 行 う 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 第 １ の 移 動 手 段 ４ ０ お よ び 第 ２ の 移 動 手 段 ４ ２ の 具 体 的 な 構 成 は 、 必 要 な 性 能 お よ び 安

全 性 が 確 保 で き る も の で あ れ ば 特 に は 限 定 さ れ ず 、 具 体 的 に は 例 え ば 、 コ ロ 装 置 で あ る チ

ル タ ン ク （ 登 録 商 標 ） を 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 な お 、 例 え ば 、 拡 幅 す る 領 域 が 極 め て 限 定 的 な 場 合 や 拡 幅 し た 箇 所 を 修 理 す る 場 合 の よ

う に 、 吊 り フ レ ー ム １ ２ を 橋 軸 方 向 に 移 動 さ せ る 必 要 の な い と き は 、 吊 り フ レ ー ム １ ２ に

、 第 １ の 移 動 手 段 ４ ０ お よ び 第 ２ の 移 動 手 段 ４ ２ を 備 え さ せ な く て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 図 ８ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ お よ び 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ を 橋 軸 方

向 か ら 見 た 正 面 図 で あ り 、 図 ８ （ Ａ ） は 、 １ 車 線 規 制 を 行 っ て 、 拡 幅 工 事 を 行 っ て い る と

き の 可 動 横 梁 ５ ０ の 配 置 状 態 を 模 式 的 に 示 す 正 面 図 で あ り 、 図 ８ （ Ｂ ） は 、 車 線 規 制 を 解

除 し て 全 面 交 通 開 放 を し た と き の 可 動 横 梁 ５ ０ の 配 置 状 態 を 模 式 的 に 示 す 正 面 図 で あ る 。

ま た 、 図 ８ （ Ａ ） で は 、 ３ 車 線 の う ち 、 工 事 使 用 の た め に 規 制 す る 拡 幅 工 事 側 （ 車 両 進 行

方 向 に 対 し て 最 も 左 側 ） の １ 車 線 を 除 く 残 り の ２ 車 線 に 、 車 両 ３ ０ ２ 、 ３ ０ ４ が 走 行 し て

い る 状 況 を 模 式 的 に 示 し て お り 、 図 ８ （ Ｂ ） で は 、 全 面 交 通 開 放 を さ れ て い る ３ 車 線 に 、

車 両 ３ ０ ２ 、 ３ ０ ４ 、 ３ ０ ６ が 走 行 し て い る 状 況 を 模 式 的 に 示 し て い る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】
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　 可 動 横 梁 ５ ０ は 、 縦 梁 ２ ８ 、 ３ ０ 、 ３ ２ 、 ３ ４ の う ち 、 最 も 高 い 位 置 に 配 置 さ れ た 縦 梁

２ ８ の 下 面 に 、 略 橋 軸 直 角 方 向 に 移 動 可 能 な よ う に 連 結 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 本 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ を 用 い て 拡 幅 工 事 を 行 う 際 に は 、 図 ８ （ Ａ ） に

示 す よ う に 、 工 事 対 象 の 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ の 本 線 方 向 に 可 動 横 梁 ５ ０ を 突 き 出 し た 状 態 に す

る こ と が で き 、 車 線 規 制 を 解 除 し て 全 面 交 通 開 放 を す る 際 に は 、 図 ８ （ Ｂ ） に 示 す よ う に

、 拡 幅 工 事 側 （ 本 線 と は 反 対 側 ） に 引 き 戻 し た 状 態 に す る こ と が で き る 。 渋 滞 を 防 ぐ 観 点

か ら 、 拡 幅 工 事 は 交 通 量 の 少 な い 夜 間 の 時 間 帯 に 行 っ て 、 交 通 量 の 多 い 日 中 の 時 間 帯 は 拡

幅 工 事 を 行 わ ず に 、 図 ８ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 可 動 横 梁 ５ ０ を 拡 幅 工 事 側 （ 本 線 と は 反 対

側 ） に 引 き 戻 し た 状 態 に し て 全 面 交 通 開 放 を す る よ う に す る こ と が 好 ま し い 。 本 実 施 形 態

に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ を 用 い て 拡 幅 工 事 を 行 う 場 合 は 、 ３ 車 線 の う ち 、 拡 幅 工 事 側

（ 車 両 進 行 方 向 に 対 し て 最 も 左 側 ） の １ 車 線 の み を 規 制 す る の で 、 可 動 横 梁 ５ ０ の 突 き 出

し 先 端 が 拡 幅 工 事 側 （ 車 両 進 行 方 向 に 対 し て 最 も 左 側 ） の １ 車 線 の 上 方 の 範 囲 に 収 ま る よ

う に す る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 図 ９ は 、 直 交 す る 平 面 で 可 動 横 梁 ５ ０ を 切 断 し た 断 面 の 断 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 可 動 横 梁 ５ ０ は 、 可 動 横 梁 保 持 部 材 ５ ２ を 介 し て 、 縦 梁 ２ ８ の 下 フ ラ ン ジ ２ ８ Ａ に 、 略

橋 軸 直 角 方 向 に 移 動 可 能 な よ う に 連 結 さ れ て い る 。 可 動 横 梁 ５ ０ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、

断 面 が Ｈ 形 の 鋼 材 で あ り 、 そ の 長 手 方 向 に 所 定 の 間 隔 （ 例 え ば ５ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 の 間 隔 ） で

板 状 の 補 強 リ ブ ５ ０ Ｄ が 設 け ら れ て い る 。 図 ９ に お い て 、 符 号 ５ ０ Ｃ は 、 可 動 横 梁 ５ ０ の

ウ ェ ブ を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 可 動 横 梁 保 持 部 材 ５ ２ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 所 定 の 間 隔 を 開 け て 対 向 す る よ う に 配 置

さ れ た ２ つ の 爪 部 ５ ２ Ｂ が 板 状 部 ５ ２ Ａ に ボ ル ト ５ ４ に よ っ て 取 り 付 け ら れ て 構 成 さ れ て

い る 。 ま た 、 ボ ル ト ５ ４ は 、 可 動 横 梁 保 持 部 材 ５ ２ の 板 状 部 ５ ２ Ａ お よ び 縦 梁 ２ ８ の 下 フ

ラ ン ジ ２ ８ Ａ を 貫 通 し て 下 フ ラ ン ジ ２ ８ Ａ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 可 動 横 梁 保 持 部 材 ５ ２

は 、 ボ ル ト ５ ４ に よ っ て 、 縦 梁 ２ ８ の 下 フ ラ ン ジ ２ ８ Ａ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 可

動 横 梁 ５ ０ が 配 置 さ れ る 部 位 と 対 応 す る 縦 梁 ２ ８ の 部 位 に は 、 板 状 の 補 強 リ ブ ５ ６ が 取 り

付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 図 ９ に 示 す よ う に 、 板 状 部 ５ ２ Ａ と 爪 部 ５ ２ Ｂ と の 間 の 隙 間 は 、 可 動 横 梁 ５ ０ の 上 フ ラ

ン ジ ５ ０ Ｂ の 厚 さ よ り も 大 き く 、 可 動 横 梁 ５ ０ は 、 上 フ ラ ン ジ ５ ０ Ｂ の 幅 方 向 両 端 部 が 爪

部 ５ ２ Ｂ に 引 っ 掛 か っ た 状 態 で 、 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ の 橋 軸 直 角 方 向 に 可 逆 的 に 移 動 で き る よ

う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 図 ８ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 工 事 対 象 の 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ の 本 線 方 向 に 可 動 横 梁 ５ ０ を 所 定

の 突 き 出 し 状 態 に し た 後 、 お よ び 図 ８ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 拡 幅 工 事 側 （ 本 線 と は 反 対 側

） に 可 動 横 梁 ５ ０ を 所 定 の 引 き 戻 し 状 態 に し た 後 は 、 可 動 横 梁 ５ ０ が 不 測 の 移 動 を し な い

よ う に 、 縦 梁 ２ ８ の 下 フ ラ ン ジ ２ ８ Ａ 、 可 動 横 梁 保 持 部 材 ５ ２ の 板 状 部 ５ ２ Ａ 、 お よ び 可

動 横 梁 ５ ０ の 上 フ ラ ン ジ ５ ０ Ｂ を 貫 通 す る ボ ル ト ５ ８ に よ っ て 、 可 動 横 梁 ５ ０ の 位 置 を 固

定 す る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 図 ５ お よ び 図 ８ に 示 す よ う に 、 可 動 横 梁 ５ ０ に は 、 ト ロ リ ７ ２ を 介 し て チ ェ ー ン ブ ロ ッ

ク ７ ４ が 、 可 動 横 梁 ５ ０ の 長 手 方 向 に 移 動 可 能 な よ う に 連 結 さ れ て お り 、 ト ロ リ ７ ２ お よ

び チ ェ ー ン ブ ロ ッ ク ７ ４ に よ っ て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ の 吊 り 昇 降 手

段 ７ ０ が 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 吊 り 昇 降 手 段 ７ ０ は 、 ト ロ リ ７ ２ を 備 え る こ と に よ っ て 、 可 動 横 梁 ５ ０ の 長 手 方 向 （ 略

橋 軸 直 角 方 向 ） に 移 動 可 能 で あ り 、 チ ェ ー ン ブ ロ ッ ク ７ ４ を 備 え る こ と に よ っ て 、 拡 幅 部
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材 ８ ２ の 吊 り 上 げ お よ び 吊 り 下 げ を 行 う こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 詳 細 に は 、 図 ９

に 示 す よ う に 、 ト ロ リ ７ ２ の 車 輪 部 が 、 可 動 横 梁 ５ ０ の 下 フ ラ ン ジ ５ ０ Ａ の 幅 方 向 両 端 部

に 引 っ 掛 け ら れ て お り 、 ト ロ リ ７ ２ は 、 可 動 横 梁 ５ ０ の 長 手 方 向 （ 略 橋 軸 直 角 方 向 ） に 移

動 可 能 に な っ て い る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 可 動 横 梁 ５ ０ の 補 強 リ ブ ５ ０ Ｄ は 、 可 動 横 梁 保 持 部 材 ５ ２ の 爪 部 ５ ２ Ｂ お よ び ト ロ リ ７

２ の 車 輪 部 と 干 渉 し な い 形 状 お よ び 大 き さ に な っ て い る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 な お 、 本 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ の 吊 り 昇 降 手 段 ７ ０ は 、 ト ロ リ ７ ２ お よ

び チ ェ ー ン ブ ロ ッ ク ７ ４ に よ っ て 構 成 し た が 、 本 発 明 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 の 吊 り 昇 降

手 段 と し て は 、 拡 幅 部 材 の 吊 り 上 げ お よ び 吊 り 下 げ を 行 う こ と が で き 、 か つ 、 既 設 鋼 橋 の

橋 軸 直 角 方 向 に 移 動 可 能 な 吊 り 昇 降 手 段 で あ れ ば 、 ト ロ リ ７ ２ お よ び チ ェ ー ン ブ ロ ッ ク ７

４ に よ る 吊 り 昇 降 手 段 ７ ０ 以 外 の 構 成 で あ っ て も 用 い る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

（ ３ ） 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 工 法

　 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 工 法 は 、 先 に 説 明 し た 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ を 用

い て 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ の 拡 幅 工 事 を 行 う 鋼 橋 拡 幅 架 設 工 法 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 図 １ ０ ～ 図 １ ３ は 、 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置 １ ０ を 用 い て 、 増 設 主 桁 ８ ６ の 設 置 を 行 っ て い る

状 況 を 示 す 正 面 図 で あ る 。 図 １ ０ は 、 ト ラ ッ ク ３ ０ ０ か ら 増 設 主 桁 ８ ６ を 吊 り 上 げ た 段 階

で あ り 、 図 １ １ は 、 所 定 の 位 置 で 増 設 主 桁 ８ ６ を や や 下 方 に 吊 り 下 げ た 段 階 で あ り 、 図 １

２ は 、 増 設 主 桁 ８ ６ を 増 設 横 桁 ８ ４ の 側 方 の 所 定 の 位 置 に 配 置 し た 段 階 で あ り 、 図 １ ３ は

、 増 設 主 桁 ８ ６ の 増 設 横 桁 ８ ４ へ の 連 結 が 完 了 し た 段 階 で あ る 。 な お 、 図 １ ０ ～ 図 １ ３ に

お い て は 、 図 示 の 都 合 上 、 第 ２ の 脚 部 ２ ２ お よ び 補 強 横 梁 ２ ６ は 破 線 で 記 載 し て い る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 以 下 の 説 明 で は 、 拡 幅 部 材 ８ ２ の う ち 、 増 設 主 桁 ８ ６ を 取 り 上 げ て 説 明 す る が 、 増 設 主

桁 ８ ６ 以 外 の 拡 幅 部 材 ８ ２ （ 増 設 横 桁 ８ ４ 、 増 設 縦 桁 ８ ８ 、 中 床 版 ９ ０ ） の 増 設 に つ い て

も 同 様 の 手 順 で 作 業 を 行 う こ と が で き る 。 拡 幅 部 材 ８ ２ の 取 り 付 け 順 序 は 、 増 設 横 桁 ８ ４

→ 増 設 主 桁 ８ ６ → 増 設 縦 桁 ８ ８ → 中 床 版 ９ ０ の 順 で あ る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 本 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 工 法 は 、 移 動 手 段 （ 第 １ の 移 動 手 段 ４ ０ お よ び 第 ２ の 移

動 手 段 ４ ２ ） お よ び 吊 り 昇 降 手 段 ７ ０ （ ト ロ リ ７ ２ お よ び チ ェ ー ン ブ ロ ッ ク ７ ４ ） に よ っ

て 、 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ の 拡 幅 に 用 い る 拡 幅 部 材 ８ ２ （ こ こ で は 増 設 主 桁 ８ ６ ） を 所 定 の 位 置

に 配 置 す る 配 置 工 程 と 、 配 置 工 程 で 所 定 の 位 置 に 配 置 し た 拡 幅 部 材 ８ ２ （ こ こ で は 増 設 主

桁 ８ ６ ） を 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ に 連 結 す る 連 結 工 程 と 、 を 備 え る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

（ ３ － １ ） 配 置 工 程

　 配 置 工 程 で は 、 ま ず 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 ト ラ ッ ク ３ ０ ０ か ら 拡 幅 部 材 ８ ２ （ こ こ で

は 増 設 主 桁 ８ ６ ） を 、 吊 り 昇 降 手 段 ７ ０ の チ ェ ー ン ブ ロ ッ ク ７ ４ に よ っ て 吊 り 上 げ る 。 こ

の 段 階 で は 、 吊 り 昇 降 手 段 ７ ０ （ ト ロ リ ７ ２ お よ び チ ェ ー ン ブ ロ ッ ク ７ ４ ） が ト ラ ッ ク ３

０ ０ の 荷 台 の 上 方 に 位 置 す る よ う に 、 可 動 横 梁 ５ ０ を 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ の 車 線 側 に 突 き 出 し

た 状 態 に し て お く 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 次 に 、 チ ェ ー ン ブ ロ ッ ク ７ ４ に よ っ て 増 設 主 桁 ８ ６ を 吊 り 上 げ た 状 態 の ま ま 、 ト ロ リ ７

２ を 可 動 横 梁 ５ ０ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 拡 幅 工 事 側 に 移 動 さ せ 、 増 設 主 桁 ８ ６ を 吊 り フ レ ー

ム １ ２ の 内 部 に 引 き 込 み 、 増 設 主 桁 ８ ６ の 橋 軸 直 角 方 向 の 位 置 を 所 定 の 位 置 に 合 わ せ る 。

そ し て 、 チ ェ ー ン ブ ロ ッ ク ７ ４ に よ っ て 増 設 主 桁 ８ ６ を 少 し 下 降 さ せ て 、 図 １ １ に 示 す よ

う に 、 増 設 主 桁 ８ ６ を や や 下 方 に 下 降 さ せ た 位 置 に 保 持 す る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 次 に 、 図 １ １ に 示 す 状 態 の ま ま （ 増 設 主 桁 ８ ６ の 橋 軸 直 角 方 向 の 位 置 お よ び 高 さ 位 置 を
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図 １ １ に 示 す 状 態 に 保 持 し た ま ま ） 、 吊 り フ レ ー ム １ ２ を 、 牽 引 装 置 ６ ６ 等 に よ っ て 橋 軸

方 向 に 移 動 さ せ 、 増 設 主 桁 ８ ６ の 橋 軸 方 向 の 位 置 を 所 定 の 位 置 に 合 わ せ る 。 本 実 施 形 態 に

お い て は 、 吊 り フ レ ー ム １ ２ を 、 牽 引 装 置 ６ ６ 等 に よ っ て 橋 軸 方 向 に 移 動 さ せ る 前 に 、 増

設 主 桁 ８ ６ を や や 下 方 に 下 降 さ せ た が 、 増 設 主 桁 ８ ６ を 下 降 さ せ な い 状 態 （ ト ラ ッ ク ３ ０

０ の 荷 台 か ら 増 設 主 桁 ８ ６ を 吊 り 上 げ て 、 増 設 主 桁 ８ ６ を 橋 軸 直 角 方 向 に 吊 り フ レ ー ム １

２ の 内 部 に 引 き 込 ん だ ま ま の 高 さ 位 置 の 状 態 ） で 保 持 し て 、 吊 り フ レ ー ム １ ２ を 、 牽 引 装

置 ６ ６ 等 に よ っ て 橋 軸 方 向 に 移 動 さ せ て も よ い 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 増 設 主 桁 ８ ６ の 橋 軸 方 向 の 位 置 を 所 定 の 位 置 に 合 わ せ た ら 、 増 設 主 桁 ８ ６ を 、 増 設 横 桁

８ ４ の 側 方 の 所 定 の 高 さ 位 置 ま で 、 チ ェ ー ン ブ ロ ッ ク ７ ４ に よ っ て 下 降 さ せ て 、 図 １ ３ に

示 す 状 態 に す る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 図 １ ３ に 示 す 増 設 主 桁 ８ ６ の 配 置 位 置 は 、 橋 軸 直 角 方 向 の 位 置 、 橋 軸 方 向 の 位 置 、 お よ

び 高 さ 位 置 が 、 増 設 横 桁 ８ ４ に 連 結 す る た め の 位 置 に 合 わ さ れ た 位 置 で あ り 、 増 設 主 桁 ８

６ を こ の 位 置 に 配 置 す る こ と に よ り 、 配 置 工 程 が 完 了 す る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 工 法 の 配 置 工 程 で は 、 ト ロ リ ７ ２

に よ っ て 拡 幅 部 材 ８ ２ の 橋 軸 直 角 方 向 の 位 置 を 合 わ せ 、 吊 り フ レ ー ム １ ２ を 橋 軸 方 向 に 移

動 さ せ る こ と に よ り 拡 幅 部 材 ８ ２ の 橋 軸 方 向 の 位 置 を 合 わ せ 、 チ ェ ー ン ブ ロ ッ ク ７ ４ に よ

っ て 拡 幅 部 材 ８ ２ の 高 さ 位 置 を 合 わ せ て い る 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

（ ３ － ２ ） 連 結 工 程

　 配 置 工 程 で 増 設 主 桁 ８ ６ を 所 定 の 位 置 へ 配 置 す る こ と が 完 了 し た ら 、 次 に 、 増 設 主 桁 ８

６ を 増 設 横 桁 ８ ４ に 連 結 す る 連 結 工 程 を 行 う 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 増 設 横 桁 ８ ４ へ の 増 設 主 桁 ８ ６ の 連 結 手 段 は 、 連 結 部 の 強 度 お よ び 剛 性 が 十 分 に 確 保 で

き る の で あ れ ば 特 に は 限 定 さ れ ず 、 具 体 的 に は 例 え ば 、 添 え 鋼 板 ９ ２ お よ び ボ ル ト に よ っ

て 、 増 設 主 桁 ８ ６ を 増 設 横 桁 ８ ４ へ 連 結 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 増 設 主 桁 ８ ６ の 増 設 横 桁 ８ ４ へ の 連 結 が 完 了 し て 、 連 結 工 程 を 完 了 し た 状 態 を 図 １ ３ に

示 す 。 図 １ ３ で は 、 車 線 規 制 を 一 旦 解 除 す る こ と を 想 定 し て 、 可 動 横 梁 ５ ０ を 拡 幅 工 事 側

（ 本 線 と は 反 対 側 ） に 引 き 込 ん で い る 。

【 ０ ０ ８ １ 】

（ ３ － ３ ） 補 足

　 本 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 工 法 の 説 明 で は 、 拡 幅 部 材 ８ ２ の う ち 、 増 設 主 桁 ８ ６ を

取 り 上 げ て 説 明 し た が 、 増 設 主 桁 ８ ６ 以 外 の 拡 幅 部 材 ８ ２ （ 増 設 横 桁 ８ ４ 、 増 設 縦 桁 ８ ８

、 中 床 版 ９ ０ ） の 増 設 に つ い て も 同 様 の 手 順 で 作 業 を 行 う こ と が で き る 。 拡 幅 部 材 ８ ２ の

取 り 付 け 順 序 は 、 増 設 横 桁 ８ ４ → 増 設 主 桁 ８ ６ → 増 設 縦 桁 ８ ８ → 中 床 版 ９ ０ の 順 で あ る 。

た だ し 、 拡 幅 領 域 の 地 覆 １ １ ０ お よ び 壁 高 欄 １ １ ２ （ 図 ５ 参 照 ） を 撤 去 し た 後 で な い と 中

床 版 ９ ０ の 取 り 付 け は で き な い の で 、 中 床 版 ９ ０ の 取 り 付 け 作 業 を 行 う 前 に 、 拡 幅 領 域 の

地 覆 １ １ ０ お よ び 壁 高 欄 １ １ ２ を 撤 去 す る こ と が 必 要 で あ る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 図 １ ３ に 示 す よ う に 増 設 主 桁 ８ ６ の 増 設 横 桁 ８ ４ へ の 連 結 が 完 了 し た 後 、 増 設 縦 桁 ８ ８

の 取 り 付 け 作 業 に 入 る 場 合 に は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 可 動 横 梁 ５ ０ を 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ の

車 線 側 に 突 き 出 し 、 吊 り 昇 降 手 段 ７ ０ （ ト ロ リ ７ ２ お よ び チ ェ ー ン ブ ロ ッ ク ７ ４ ） を ト ラ

ッ ク ３ ０ ０ の 荷 台 の 上 方 に 位 置 さ せ 、 増 設 主 桁 ８ ６ の 取 り 付 け の 場 合 と 同 様 の 手 順 を 繰 り

返 し て 、 増 設 縦 桁 ８ ８ の 取 り 付 け を 行 う 。 な お 、 当 然 の こ と で あ る が 、 増 設 縦 桁 ８ ８ の 取

り 付 け 位 置 お よ び 連 結 さ せ る 対 象 は 、 増 設 主 桁 ８ ６ の 取 り 付 け の 場 合 と 異 な る の で 、 取 り

付 け 位 置 お よ び 連 結 さ せ る 対 象 は 、 増 設 縦 桁 ８ ８ の 取 り 付 け 位 置 お よ び 連 結 さ せ る 対 象 に

変 更 し て 、 増 設 主 桁 ８ ６ と 同 様 の 手 順 を 繰 り 返 し て 、 増 設 縦 桁 ８ ８ の 取 り 付 け を 行 う 。 増
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設 横 桁 ８ ４ お よ び 中 床 版 ９ ０ の 取 り 付 け の 場 合 も 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 な お 、 受 け 横 梁 １ ４ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 鋼 橋 拡 幅 架 設 工 法 で は 取 り 付 け る こ と が で き

な い の で 、 １ 車 線 を 規 制 し て 、 例 え ば １ ３ ｔ ラ フ タ ー ク レ ー ン を 用 い て 、 既 設 鋼 橋 １ ０ ０

の 箱 桁 １ ０ ２ の 下 面 へ の 取 り 付 け を 行 う 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 ま た 、 吊 り フ レ ー ム １ ２ は 、 受 け 横 梁 １ ４ を 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ の 箱 桁 １ ０ ２ の 下 面 へ 取 り

付 け た 後 、 現 場 に お い て 組 み 立 て て 設 置 す る が 、 吊 り フ レ ー ム １ ２ の 現 場 に お け る 組 み 立

て は 、 １ 車 線 を 規 制 し て 、 例 え ば １ ３ ｔ ラ フ タ ー ク レ ー ン を 用 い て 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 ま た 、 増 設 横 桁 ８ ４ は 、 既 設 鋼 橋 １ ０ ０ の 箱 桁 １ ０ ２ の ダ イ ヤ フ ラ ム １ ０ ２ Ｂ の 位 置 に

合 せ て 、 箱 桁 １ ０ ２ の ウ ェ ブ １ ０ ２ Ａ の 外 側 面 に 取 り 付 け る が 、 詳 細 に は 、 図 ２ （ Ａ ） お

よ び （ Ｂ ） に 示 す 増 設 横 桁 連 結 部 材 ８ ４ Ａ を 介 し て 、 箱 桁 １ ０ ２ の ウ ェ ブ １ ０ ２ Ａ の 外 側

面 に 取 り 付 け る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 １ ０ … 鋼 橋 拡 幅 架 設 装 置

　 １ ２ … 吊 り フ レ ー ム

　 １ ４ … 受 け 横 梁

　 １ ４ Ａ … 拡 幅 工 事 側 先 端 部

　 １ ６ … フ レ ー ム 部

　 ２ ０ … 第 １ の 脚 部

　 ２ ２ … 第 ２ の 脚 部

　 ２ ４ … 天 井 横 梁

　 ２ ６ … 補 強 横 梁

　 ２ ８ 、 ３ ０ 、 ３ ２ 、 ３ ４ … 縦 梁

　 ２ ８ Ａ … 下 フ ラ ン ジ

　 ３ ６ 、 ３ ８ … ブ レ ー ス

　 ４ ０ … 第 １ の 移 動 手 段

　 ４ ２ … 第 ２ の 移 動 手 段

　 ４ ４ … 第 １ の 軌 条

　 ４ ６ … 第 ２ の 軌 条

　 ５ ０ … 可 動 横 梁

　 ５ ０ Ａ … 下 フ ラ ン ジ

　 ５ ０ Ｂ … 上 フ ラ ン ジ

　 ５ ０ Ｃ … ウ ェ ブ

　 ５ ０ Ｄ 、 ５ ６ … 補 強 リ ブ

　 ５ ２ … 可 動 横 梁 保 持 部 材

　 ５ ２ Ａ … 板 状 部

　 ５ ２ Ｂ … 爪 部

　 ５ ４ 、 ５ ８ … ボ ル ト

　 ６ ６ … 牽 引 装 置

　 ６ ８ … ワ イ ヤ

　 ７ ０ … 吊 り 昇 降 手 段

　 ７ ２ … ト ロ リ

　 ７ ４ … チ ェ ー ン ブ ロ ッ ク

　 ８ ０ … 拡 幅 領 域

　 ８ ２ … 拡 幅 部 材

　 ８ ４ … 増 設 横 桁

　 ８ ４ Ａ … 増 設 横 桁 連 結 部 材
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　 ８ ６ … 増 設 主 桁

　 ８ ８ … 増 設 縦 桁

　 ９ ０ … 中 床 版

　 ９ ２ … 添 え 鋼 板

　 １ ０ ０ … 既 設 鋼 橋

　 １ ０ ２ 、 １ ０ ４ … 箱 桁

　 １ ０ ２ Ａ 、 １ ０ ４ Ａ … ウ ェ ブ

　 １ ０ ２ Ｂ 、 １ ０ ４ Ｂ … ダ イ ヤ フ ラ ム

　 １ ０ ６ … 縦 桁

　 １ １ ０ … 地 覆

　 １ １ ２ … 壁 高 欄

　 ２ ０ ０ … 拡 幅 鋼 橋

　 ３ ０ ０ … ト ラ ッ ク

　 ３ ０ ２ 、 ３ ０ ４ 、 ３ ０ ６ … 車 両

　 ４ ０ ０ … 河 川

　 Ｇ ０ … 増 設 主 桁 ８ ６ の ウ ェ ブ の 位 置

　 Ｇ １ … 箱 桁 １ ０ ２ が 備 え る ２ つ の ウ ェ ブ の 中 間 位 置

　 Ｇ ２ … 縦 桁 １ ０ ６ の ウ ェ ブ の 位 置

　 Ｇ ３ … 箱 桁 １ ０ ４ が 備 え る ２ つ の ウ ェ ブ の 中 間 位 置

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】



(16) JP  7017927  B2  2022.2.9

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】



(18) JP  7017927  B2  2022.2.9

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

特許法第３０条第２項適用　施工を行った者：ＪＦＥエンジニアリング株式会社　施工場所：首都高速道路　中

央環状線（内回り）堀切ＪＣＴ－小菅ＪＣＴ間（綾瀬川左岸　東京都葛飾区堀切四丁目～東京都葛飾区小菅三丁

目）施工日：２０１７年７月２２日～２０１７年９月１３日

特許法第３０条第２項適用　発行者名　：株式会社日経ＢＰ　刊行物名　：日経コンストラクション　第６７２

号　発行年月日：２０１７年９月２５日

特許法第３０条第２項適用　集会名：平成２９年度土木学会全国大会第７２回年次学術講演会　開催場所：九州

大学伊都キャンパス（福岡県福岡市西区元岡７４４）　開催日：２０１７年９月１２日

特許法第３０条第２項適用　取材場所：ＪＦＥエンジニアリング堀切小菅ＪＣＴ堀切作業所（東京都葛飾区小菅

一丁目１番）　取材日：２０１７年８月２日

特許法第３０条第２項適用　ウェブサイトの公開者：株式会社鋼構造出版　ウェブサイトの掲載アドレス：　ｈ

ｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｋｏｚｏｂｕｔｓｕ－ｈｏｚｅｎ－ｊｏｕｒｎａｌ．ｎｅｔ／ｗａｌｋｓ／ｄｅｔａｉｌ

．ｐｈｐ？ｉｄ＝１３４＆ｐａｇｅ＝１　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｋｏｚｏｂｕｔｓｕ－ｈｏｚｅｎ－ｊｏｕｒ

ｎａｌ．ｎｅｔ／ｗａｌｋｓ／ｄｅｔａｉｌ．ｐｈｐ？ｉｄ＝１３４＆ｐａｇｅ＝２　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．

ｋｏｚｏｂｕｔｓｕ－ｈｏｚｅｎ－ｊｏｕｒｎａｌ．ｎｅｔ／ｗａｌｋｓ／ｄｅｔａｉｌ．ｐｈｐ？ｉｄ＝１３

４＆ｐａｇｅ＝３　ウェブサイトの掲載年月日：２０１７年９月１９日

特許法第３０条第２項適用　取材場所：ＪＦＥエンジニアリング堀切小菅ＪＣＴ堀切作業所（東京都葛飾区小菅

一丁目１番）　取材日：２０１７年７月３０日

(74)代理人　100150223

　　　　　　弁理士　須藤　修三

(72)発明者　岩川　貴志

　　　　　　東京都千代田区丸の内一丁目８番１号　ＪＦＥエンジニアリング株式会社内

(72)発明者　阿部　健治

　　　　　　東京都千代田区丸の内一丁目８番１号　ＪＦＥエンジニアリング株式会社内

(72)発明者　豊住　次郎

　　　　　　東京都千代田区丸の内一丁目８番１号　ＪＦＥエンジニアリング株式会社内

(72)発明者　深谷　道夫

　　　　　　東京都千代田区丸の内一丁目８番１号　ＪＦＥエンジニアリング株式会社内

(72)発明者　大西　達也

　　　　　　東京都千代田区霞が関一丁目４番１号　首都高速道路株式会社内

(72)発明者　高橋　邦博

　　　　　　東京都千代田区霞が関一丁目４番１号　首都高速道路株式会社内

　　審査官　三笠　雄司

(56)参考文献　特開２０００－１７８９２２（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２００１－１４６７１８（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２００９－１６１９４９（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２００１－０６４９１５（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　実開昭５６－１５８４８４（ＪＰ，Ｕ）　　　

　　　　　　　特開２００９－２４２０８１（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２０１６－１６６４５３（ＪＰ，Ａ）　　　



(19) JP  7017927  B2  2022.2.9

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)

　　　　　　　Ｅ０１Ｄ　　　１／００－２４／００


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow
	overflow

